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現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～   観光列車の新たな可能性（特集）

８ページ～　 おおずニュース

１0ページ～ まちのわだい

１２ページ～ シリーズ

１5ページ～ おしらせ

２5ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

２8ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （粟津祇園太鼓保存会）

税　　　別 ９月 10月 11月 12月

市 県 民 税 3期 4期

固 定 資 産 税 3期 4期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 3期 4期 5期 6期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

９月の納税など　納期限は 9月30日㈫です。

人の動き（先月比）

人口　　　46,531人　（－13）
　男　　22,164人　（＋１）
　女　　24,367人　（－14）
世帯数　20,302世帯（＋15）

交通事故（昨年同期）

　件数　　  89件（ 94 件）
　死者　    3人（  1  人） 
　負傷者　118人（115人）

picture 写真

（2014年 7 月末現在）

　７月18日㈮、しらた
きの里で行われた、德
田選手デザインによる
エナジードリンクの自
動販売機設置を取材に
行きました。
　設置後、德田選手の
パフォーマンスも披露
され、集まった地域の
子どもたちからは、歓
声と拍手が上がってい
ました。

　

私
は
読
書
が
好
き
で
、
市
立

図
書
館
な
ど
で
月
に
２
～
３

冊
は
必
ず
借
り
て
読
ん
で
い
ま

す
。
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
詩
や
、

あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
の
小
説
が

特
に
好
き
で
、
将
来
は
本
の
編

集
者
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。

　

習
字
は
幼
稚
園
生
の
頃
か
ら

習
っ
て
い
て
、
現
在
特
待
生

の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
同

じ
く
幼
稚
園
生
の
時
か
ら
続
け

て
い
る
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。

　

私
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
葉
が
好
き
で
す
。
こ
の

言
葉
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
る
と

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
か
ら
で

す
。
た
だ
、
私
が
尊
敬
す
る
母

に
は
恥
ず
か
し
く
て
な
か
な
か

言
え
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
家
族

の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
く
れ

る
母
に
、今
度
「
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今月の題字作成者
新谷小学校６年（現：新谷中学校 １ 年）

　森　永　里
り

　沙
さ

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子【
お
詫
び
】

　

広
報
大
洲
８
月
号
６
ペ
ー
ジ
で
「
四
国
電
力
㈱
大
洲
営
業
所　

所
長

　

堀
内
浩こ
う

司じ

さ
ん
」
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、「
堀
内
浩ひ
ろ

司し

さ
ん
」
の
間

違
い
で
し
た
。
お
詫
び
の
上
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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観光列車の新たな可能性

　新しい観光列車「伊予灘ものがたり」の運行が、松山～伊
予大洲～八幡浜間で開始されました。
　この運行により、今までよりも多くの観光客が訪れること
が見込まれます。
　大洲市の魅力を、より多くの人に知ってもらうために、私
たちには何ができるのでしょうか。
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鉄
道
の
開
通
か
ら
現
在
の
状
況

　

日
本
国
内
で
初
め
て
鉄
道
が
開
通
し

た
の
は
、
明
治
５
年
︵
１
８
７
２
︶
新

橋
～
横
浜
間
に
な
り
ま
す
。
開
業
後
鉄

道
は
大
評
判
と
な
り
、
大
幅
な
利
益
を

上
げ
る
と
、「
鉄
道
は
も
う
か
る
」
と

の
認
識
が
広
が
り
、
各
地
で
鉄
道
建
設

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
内
で
も
、
明
治
21
年
︵
１
８

８
８
︶
に
伊
予
鉄
道
が
松
山
～
三
津
間

を
開
業
し
た
の
を
は
じ
ま
り
と
し
て
、

そ
の
後
、
道
後
鉄
道
が
明
治
28
年
︵
１

８
９
５
︶
に
道
後
湯
の
町
～
一
番
町
、

道
後
～
古
町
間
で
開
業
。
南
予
鉄
道
が

明
治
29
年
︵
１
８
９
６
︶
に
藤
原
～
郡

中
間
で
開
業
。
松
山
電
気
軌
道
が
明
治

44
年
︵
１
９
１
１
︶
に
江
ノ
口
～
道
後

間
で
開
業
し
ま
し
た
。
南
予
で
は
、
宇

和
島
鉄
道
が
大
正
３
年
︵
１
９
１
４
︶

に
宇
和
島
～
近
永
間
、
大
正
12
年
︵
１

９
２
３
︶
に
近
永
～
吉
野
間
を
延
長
開

業
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
各
地
で
鉄
道
の
開
業
が
続
く
な

か
、
明
治
43
年
︵
１
９
１
０
︶
に
大
洲

で
も
鉄
道
を
建
設
す
る
動
き
が
起
こ
り

始
め
ま
し
た
。
大
正
５
年
︵
１
９
１

６
︶
長
浜
で
起
工
式
を
行
っ
た
愛
媛
鉄

道
は
、
大
正
７
年
︵
１
９
１
８
︶
長
浜

～
大
洲
、
大
正
９
年
︵
１
９
２
０
︶
に

は
大
洲
～
内
子
間
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
が
開
通
し
た
日
の
沿
線
で
は
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
列
車
を
見
物
し
よ

う
と
大
勢
の
人
だ
か
り
が
で
き
、
な
か

に
は
自
転
車
で
列
車
と
競
争
す
る
人
も

い
て
、大
変
な
混
雑
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

愛
媛
鉄
道
の
経
営
は
開
通
当
社
か
ら

厳
し
く
、
昭
和
８
年
に
は
国
鉄
に
買
収

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
国
鉄
は
、
昭
和
10

年
に
伊
予
上
灘
～
大
洲
間
を
開
通
さ

せ
、
昭
和
20
年
に
は
、
最
後
ま
で
未
開

通
で
あ
っ
た
八
幡
浜
～
卯
之
町
間
を
開

通
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
松

か
ら
宇
和
島
ま
で
が
、
１
本
の
レ
ー
ル

で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
の
開
通
は
、
地
元
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
町
の
発
展
に
も
寄
与

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
動
車
が

各
家
庭
に
普
及
し
、
四
国
縦
貫
、
横
断

自
動
車
道
の
開
通
な
ど
道
路
交
通
網
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
鉄
道
を
利

用
す
る
人
が
減
少
し
て
い
て
、
今
で
は

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
鉄
道
各
社
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
列
車
や
新
型
車
両
を

導
入
し
、
利
用
客
の
増
加
や
確
保
を
図

っ
て
い
ま
す
。

駅員による指差し確認 昭和 9 年の路線改修工事（五郎駅付近）

昭和１0年の伊予大洲駅
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イ
ベ
ン
ト
列
車
あ
れ
こ
れ

　

四
国
で
初
め
て
登
場
し
た
イ
ベ
ン
ト

列
車
は
、
昭
和
59
年
に
国
鉄
初
の
貨
車

を
改
造
し
ト
ロ
ッ
コ
列
車
と
し
た
「
清

流
し
ま
ん
と
号
」で
す
。
こ
の
列
車
は
、

昨
年
運
転
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
デ
ザ

イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
登
場
し
ま

し
た
。
一
番
目
の
写
真
が
現
在
の
「
し

ま
ん
ト
ロ
ッ
コ
」
で
す
。

　

開
放
的
な
車
内
で
は
、
ど
の
座
席
か

ら
で
も
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
防
寒
・
防
雨
対
策
と
し
て

着
脱
式
の
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、
寒
い
日
や
雨
の
日
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
12
年
、
登
場
す
る
や
い
な
や
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
人
気
を
獲
得
し
た

の
が
、
二
番
目
の
写
真
の
ア
ン
パ
ン
マ

ン
列
車
で
す
。
数
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
し
た
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
の
車
内
で

は
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
マ
ー
チ
」
が
流
れ
た
り
、
ア
ン
パ
ン

マ
ン
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
た
り

と
、
子
ど
も
が
見
て
も
乗
っ
て
も
楽
し

め
る
列
車
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
Ｊ
Ｒ
予
土
線
の
全
線
開
通
40
周

年
、
宇
和
島
～
近
永
開
通
１
０
０
周
年

記
念
で
登
場
し
た
の
が
、
三
番
目
の
写

真
の
「
鉄
道
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
」
で
す
。

　

外
観
は
、
初
代
新
幹
線
︵
０ゼ

ロ

系ケ
イ

︶
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
１
月
に
運
行

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
一
遅
い
新

幹
線
と
し
て
各
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
、
雑

誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
全
国

の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。

　

車
内
に
は
記
念
撮
影
用
の
新
幹
線
転

換
シ
ー
ト
が
配
置
さ
れ
、
鉄
道
模
型
を

展
示
し
た
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
も
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

　

一
番
下
の
写
真
は
、
毎
年
夏
の
風
物

詩
と
し
て
定
着
し
、
多
く
の
利
用
客
か

ら
好
評
を
得
て
い
る
「
夕
焼
け
ビ
ー
ル

ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
で
す
。
伊
予
灘
に
沈

む
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
、
爽
や
か
な
潮

風
を
全
身
に
受
け
、
よ
く
冷
え
た
生
ビ

ー
ル
な
ど
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、「
ゆ
う
ゆ
う
ア
ン

パ
ン
マ
ン
カ
ー
」
や
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

ト
ロ
ッ
コ
」「
大お

お

歩ぼ

危け

妖
怪
ト
ロ
ッ
コ
」

「
ア
イ
ラ
ン
ド
エ
ク
ス
プ
レ
ス
四
国
Ⅱ
」

な
ど
、
四
国
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
列
車
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
も
、
最
新
の
観
光
列
車
が
「
伊

予
灘
も
の
が
た
り
」
で
す
。
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観
光
列
車
「
伊
予
灘
も
の
が

た
り
」
運
行
開
始

　

７
月
26
日
㈯
か
ら
、
観
光
列
車
「
伊

予
灘
も
の
が
た
り
」
が
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。
運
行
初
日
と
な
る
こ
の
日
は
、

沿
線
で
は
多
く
の
人
が
新
し
い
観
光
列

車
の
通
過
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
手
を
振
っ
て
歓
迎
を
し
ま
し
た
。

　

伊
予
長
浜
駅
か
ら
は
、
大
洲
藩
鉄
砲

隊
の
メ
ン
バ
ー
が
乗
り
込
み
大
洲
市
の

紹
介
と
、
大
洲
城
復
元
10
周
年
事
業
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
伊
予
大
洲

駅
ホ
ー
ム
で
は
、
大
洲
高
校
コ
ー
ラ
ス
部

の
生
徒
た
ち
が
歌
で
出
迎
え
、
駅
舎
前

で
は
、
大
洲
臥
龍
太
鼓
保
存
会
に
よ
る

迫
力
あ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
列
車
は
、
伊
予
灘
に
沈
む
夕
日

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
あ
か
ね
色
の
１
号

車
「
茜あ

か
ねの
章
」
と
、
特
産
品
の
か
ん
き

つ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
レ
ン
ジ
色
の

２
号
車
「
黄こ

金が
ね

の
章
」
の
２
両
編
成
定

員
50
人
で
運
行
し
て
い
ま
す
。車
内
は
、

レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ボ

ッ
ク
ス
席
や
畳
席
、
海
側
を
向
い
た
展

望
シ
ー
ト
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
洗

面
所
の
手
洗
い
鉢
と
食
器
に
は
砥
部
焼

を
使
用
し
、
一
部
の
テ
ー
ブ
ル
に
県
産

ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
、
予
約
を

す
れ
ば
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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観
光
に
活
か
す

　

今
回
の
「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」
運

行
開
始
に
よ
り
、
観
光
客
が
今
ま
で
よ

り
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
に
は
、
今
年
復
元
10
周
年
を
迎
え

る
大
洲
城
天
守
閣
や
臥が

龍り
ゅ
う

山
荘
、
お
お

ず
赤
煉れ

ん

瓦が

館
、
ポ
コ
ペ
ン
横よ
こ

丁ち
ょ
う

、
思お
も

ひい

出で

倉
庫
な
ど
、
多
く
の
観
光
施
設
が
あ

り
ま
す
。
駅
か
ら
こ
れ
ら
の
観
光
施
設

ま
で
の
道
の
り
を
多
く
の
観
光
客
に
楽

し
ん
で
歩
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
で

は
松
山
～
伊
予
大
洲
の
「
伊
予
灘
も
の

が
た
り
︵
大
洲
編
︶」
の
利
用
者
に
、
ク

ー
ポ
ン
付
散
策
マ
ッ
プ
を
配
付
し
て
い

ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
て
市
内
を

観
光
し
、
再
び
大
洲
を
訪
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
観
光
列
車
の
運
行
は
、
ひ
と

つ
の
き
っ
か
け
で
す
。
そ
し
て
、
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
チ

ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
市
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
観

光
大
使
に
な
っ
た
つ
も
り
で
観
光
客
を

温
か
く
迎
え
、
お
も
て
な
し
す
る
こ
と

で
、
大
洲
の
良
さ
や
魅
力
を
分
か
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
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おおずニュース

正
三
位 

大
洲
市
名
誉
市
民 

故 

西
田　
司ま

も
る　

氏　
の

在
り
し
日
を
し
の
ん
で

平成26年度優良工事表彰

　

大
洲
市
名
誉
市
民
故
西
田
司
氏
の
市

葬
が
７
月
12
日
㈯
、
大
洲
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し

た
。
市
葬
に
は
、
県
知
事
を
は
じ
め
、

県
選
出
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
総

務
省
関
係
者
、
県
内
各
市
町
長
・
市
町

議
会
議
長
、
市
議
会
議
員
、
企
業
・
団

体
の
代
表
者
、
市
民
な
ど
約
６
５
０
人

が
参
列
し
、
故
人
と
の
別
れ
を
惜
し
み

ま
し
た
。

　

参
列
者
全
員
で
黙
祷と

う

を
さ
さ
げ
た

後
、
葬
儀
委
員
長
の
清
水
市
長
が
「
郷

土
を
愛
し
、
地
方
を
愛
し
、
そ
し
て
国

を
愛
し
、
そ
の
一
生
を
さ
さ
げ
ら
れ
た

先
生
の
ご
遺
志
は
、
永
久
に
消
え
る
こ

と
な
く
私
た
ち
の
胸
中
に
生
き
続
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
村
時と

き

広ひ
ろ

県
知
事
、
山
本

公こ
う

一い
ち

衆
議
院
議
員
、
葬
儀
副
委
員
長
の

向
井
敏と

し

憲の
り

市
議
会
議
長
が
弔
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
故
人
の
人
柄
や

功
績
な
ど
を
紹
介
す
る
映
像
が
流
さ
れ
、

故
人
の
在
り
し
日
を
し
の
び
ま
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
て
西
田
洋よ

う

一い
ち

さ
ん
が

「
父
の
人
生
は
、
行
政
や
政
治
と
い
う

世
界
で
自
ら
の
生
き
る
姿
を
描
き
続
け

て
い
ま
し
た
。約
40
年
間
の
現
職
の
間
、

み
な
さ
ん
に
多
く
の
ご
指
導
や
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
充
実
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
列
者
全
員
で
献
花
を
行
い
、

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

全管理はもとより、創意工夫やコスト縮減、環境対
策へ積極的に取り組み、技術の伝承と研さんに努め
たい」と受賞の喜びとともに決意を語られました。

　平成２６年度優良工事表彰式が 7 月２9日㈫市役所で
行われました。この表彰は、市が発注する建設工事
において特に優良な工事を表彰することにより、建設
業者の意欲の向上および技術者の育成を図り、公共
工事の品質の確保を目的に昨年度創設した新しい制
度です。
　第 １ 回目の表彰で清水市長は「今回表彰の 5 件は、
優れた施工技術と綿密な施工管理により完成された
他の模範となる工事である。優秀な工事が素晴らし
いまちづくりにつながり、安心・安全なまちの土台を
つくることになる」と述べました。
　受賞者を代表して上田建設株式会社大野彰

しょう

一
いち

代表
取締役は「今回の受賞は、建設産業に携わる者とし
てこのうえない喜びである。これからも品質管理・安

平成26年度優良工事表彰一覧
工　事　名 施　工　者

市道奥滝山師走野線道路改良工事 上田建設株式会社
市道内山線舗装工事 株式会社西田興産
大洲東中学校屋内運動場改築工事の内
電気設備工事 有限会社丸電工業

作業道七本木線開設工事 三嶋建設有限会社
市道康申堂藤野原線道路改良工事 三瀬建設株式会社
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おおずニュース

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
自
動
販
売
機
設
置

～
し
ら
た
き
の
里
～

　

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

世
界
一
に
輝
い
た
、
白
滝
出
身
の
レ
ッ

ド
ブ
ル
・
ア
ス
リ
ー
ト
德
田
耕こ
う

太た

郎ろ
う

さ

ん
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン

ク
の
自
動
販
売
機
が
、
７
月
18
日
㈮
に

し
ら
た
き
の
里
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

德
田
さ
ん
は
中
学
・
高
校
生
の
時
に
、

し
ら
た
き
の
里
・
岡
崎
秋あ
き

善よ
し

会
長
の
了

解
を
得
て
、
日
が
暮
れ
た
後
も
自
動
販

売
機
の
わ
ず
か
な
光
で
毎
日
練
習
を
積

み
、
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。

　

設
置
さ
れ
た
自
動
販
売
機
に
直
筆
で

設
置
日
を
書
き
入
れ
た
德
田
さ
ん
は
、

「
僕
の
原
点
は
こ
の
場
所
。
地
元
の
み

な
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
て
、
み
な
さ
ん
が
何
か
を
目

指
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
。
僕

自
身
も
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
普
及
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、

ま
た
世
界
に
挑
戦
し
た
い
」
と
、
地
元

へ
の
感
謝
と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
集
ま
っ
た
地
元
の

み
な
さ
ん
が
見
守
る
な
か
、
昔
を
懐
か

し
む
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
自
在
に
操
り
、

世
界
一
の
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　第14回　大洲扇面の美展　～山荘画廊～

会員優賞　　　　　稲垣　章
あきら

　　橋本　千
ち え こ

恵子
鴨川の部
▽最優秀賞　　　　　　　　　　　山中　智

さとし

▽優秀賞　　　　　　　　　　　　増田　ツヤ子
▽大洲市長賞　　　　　　　　　　久米　傑

たけし

▽大洲商工会議所会頭賞　　　　　白石　美
は る

子
こ

▽特選　　　　　　　　　　　　　澤山　繁
し げ

子
こ

▽特別賞　　　　　　　　　　　　中原　瞳
ひとみ

▽佳作　　　　　　　　　　　　　久保田トシコ
　　　　　　　　　　　　　　　　中井　順

じゅん

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　　　赤瀬　エル子
　　　　　　　　　　　　　　　　上野　仁

ひ と

美
み

　　　　　　　　　　　　　　　　上甲　幼
よ う

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　　　杉本　美
み

和
わ

　　　　　　　　　　　　　　　　岩本　政
ま さ

光
み つ

　　　　　　　　　　　　　　　　白石　礼
れ い

子
こ

夏扇の部
▽最優秀賞　　　　　　　　　　　酒井　紫

し

応
お う

▽優秀賞　　　　　　　　　　　　冨永　政
ま さ

江
え

▽大洲市長賞　　　　　　　　　　垣内　陽
よ う

子
こ

▽大洲商工会議所会頭賞　　　　　高岡　津
つ や こ

也子
▽特選　　　　　　　　　　　　　三瀬　鶴

つ る

子
こ

▽山荘画廊賞　　　　　　　　　　松山　瑛
え い

子
こ

▽佳作　　　　　　　　　　　　　浜田　隆
た か

美
み

　　　　　　　　　　　　　　　　大澤　弘
ひ ろ

美
み

　　　　　　　　　　　　　　　　田中　キクヱ
　　　　　　　　　　　　　　　　井関　チセ
　　　　　　　　　　　　　　　　西岡　裕

ゆ う

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　　　山下　美
み

佳
か

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　　　井上　みほ

　 7 月２7日㈰、第１４回大洲扇面の美展表彰式が、山荘画廊で開催されました。大洲市内外より多数の作
品が寄せられ、会場には個性豊かな作品が展示されました。
　入賞したみなさんは次のとおりです。（敬省略）

鴨川の部　最優秀作品 夏扇の部　最優秀作品
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まちのわだい

「弾込め」「火縄付け」「構え」「放て」
～火縄銃演武稽古～

　大洲城復元１0周年記念式典に向けて、公募により結
成された「大洲藩鉄砲隊」による火縄銃演武稽古が行
われました。
　この日は「丸亀城鉄砲隊」を指導者として招き、正
しい姿勢や銃の扱い方などの稽古をつけてもらいま
した。 5 人の隊員は、真剣な表情で動作確認をした後、
本番さながらの空砲発射を行いました。

7 月19日㈯

愛媛交響楽団がやってきた
～えひめこどものための音楽会～

　えひめこどものための音楽会移動公演が、上須戒小
学校体育館で開催されました。楽曲の演奏、楽器の紹
介、校歌の演奏がありました。校歌を聴いて、涙を流
されている参加者もいました。
　地元小学生をはじめ約１50人の参加者は、普段あま
り聴くことのできない、オーケストラの迫力ある生演
奏に最後まで聴き入っていました。

7 月19日㈯

子どもたちの歓声で夏本番
～長浜海水浴場海開き～

　長浜海水浴場で海開きが行われ、市や観光協会長浜
支部などの関係者２２人が、期間中の無事故を祈願しま
した。
　その後、招待された長浜保育所の児童２２人が、少し
冷たい海に元気よく駆け足で入りました。歓声を上げ
ながら友達と水をかけあったり泳いだりと、夏本番を
迎えてとてもうれしそうでした。

7 月18日㈮

7月26日㈯

夏の夜のにぎわい
～2014年道の駅「清流の里ひじかわ」夜市～

　夏のイベントとして定着した、道の駅「清流の里ひ
じかわ」の夜市が開催され、猛暑日にもかかわらず、
会場には大勢の人が訪れました。
　来場者は、ゲームコーナーやステージ発表などで大
いに盛り上がりました。特にお楽しみ抽選会では、当
選番号が発表されるたびに大きな歓声が起こってい
ました。
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まちのわだい

鉄人たちの熱い戦い
～第20回ジュニアトライアスロン大会～

　今年で２0回目を迎えるジュニアトライアスロン大
会が、緑地公園で開催されました。
　スタート直前になって大粒の雨が降りはじめ、昨年
に続いて雨の大会となりました。
　ぬれた路面で転倒する選手もいましたが、市内外か
ら参加した１１６人の選手たちは、最後まで全力を出し
て白熱したレースを展開しました。

7 月27日㈰

梨でカンパ～イ
～上須戒観光梨園オープン～

　今年で観光事業２7年目を迎える、上須戒地区一の瀬
団地で、観光梨園の開園式が行われました。
　開園式には、上須戒小学校の児童１１人と上須戒保育
所の児童 9 人が招待され、一足先においしい梨を堪能
しました。
　大洲の観光梨狩りは、１0月中旬まで楽しむことがで
きます。

8 月 1 日㈮

感謝状を贈呈
～水難事故人命救助～

　大洲地区消防において、市水道課瀧野逸
いつ

武
む

さんに感
謝状が贈呈されました。
　瀧野さんは、 7 月30日㈬午後 ２ 時ごろ冨士橋上流で
発生した小学生 ２ 人の水難事故で、溺れていた ６ 歳男
児を救助し、心配蘇生を実施しました。この処置によ
り男児は現場で呼吸と意識が回復し、尊い命が救われ
ました。

8 月 5 日㈫

野球を通じて国際交流
～第24回世界少年野球大会　愛媛大会～

　野球を世界に普及、発展させ、子どもたちの友情と
親善の輪を広げることを目的に、王貞

さだ

治
はる

さんとハン
ク・アーロンさん提唱の「世界少年野球大会」が、 7
月30日㈬から 8 月 7 日㈭まで県内で開催されました。
　大洲市からは、大洲ジュニアタイガースと大洲樹

ジュ

新
ニイ

谷
ヤ

Ｒ
レ ッ ド

ＥＤＳ
ソ ッ ク ス

ＯＸの ２ チームが、大洲球場において大韓
民国と中華台北のチームと交流試合を行いました。

8 月 2 日㈯・3日㈰
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シリーズ

文化財

盤
ばん

珪
けい

国
こく

師
し

墨
ぼく

跡
せき

　15幅
大洲市有形文化財（書跡）
如法寺所蔵（大洲市立博物館保管）

　墨
ぼく

跡
せき

とは、臨済宗を主とする禅僧の書を総称して呼
ばれるものです。
　本墨跡は、如法寺に伝わる盤珪永

よ う

琢
た く

の筆によるもの
で、仏や菩薩の名前を記した「名

みょう

号
ごう

」、禅僧が悟の心
境を五言または七言で表現する「偈

げ

」などがあります。
なかでも、大小の円弧を内外に重なり合うよう描かれ
た円

えん

相
そう

（図形の丸を一筆で書いたもの）は、ほかに類
を見ない独特の手法で描かれていて、盤珪の思想を表
したものとされています。
　１5点ある本墨跡は、盤珪の若年期から最晩年期まで
作成年代がそろっているほか、細字、大字、楷書、草
書といった字体も多種に及んでいることから、盤珪の
書風や思想について知るうえで貴重なものと言えます。
　これらの墨跡は　現在大洲市立博物館で開催中
の特別展「如法寺展」で一部ご覧いただけます。

（昭和４0年 １ 月 １ 日指定）

野　鳥

セグロセキレイ（背黒鶺鴒）
スズメ目 セキレイ科
大きさ21㎝

　河原や運動場などで、「ジュッ、ジュッ」と鳴
きながら飛び回っている、白黒まだら模様の小
鳥に出会うことがあります。
　ユーラシア大陸に多くいるハクセキレイによ
く似ていますが、本種は日本の固有の鳥で、外
国のバードウォッチャーにとって憧れの的のよ
うです。
　人の生活圏で営巣することもあり、トラック
のシャーシーやエンジンルームでひなを育てる
など、微笑ましい記事が紹介されることがあり
ます。
　人間の生活に溶け込むことで、カラスやヘビ
などの外敵からひなを守り育てるけなげな姿は、
人間も見習いたいものです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

地
震
に
備
え
て

防災シリーズ　№ 2
　

愛
媛
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
発
生
に
伴
う
被
害
想
定
を
、
平
成
25

年
６
月
に
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
被
害

想
定
に
よ
る
と
、
大
洲
市
の
一
部
で
は

最
大
で
震
度
7
の
揺
れ
が
発
生
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
そ
の
場
所
に
応
じ
た
行
動
を
と
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、
命
を
守

る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
地
震
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　海岸では高台へ避難し、津波情
報をよく聞く。崖付近にいる場合
は、速やかに離れる。

　倒壊の危険性があるブロック塀
や石壁、門柱から離れる。瓦の落
下に注意する。

【
海
岸
・
崖
付
近
】

【
住
宅
街
】

　ハザードランプを点滅させ、
道路左側に停車しエンジンを切
る。車から離れる時は、窓を閉
め、キーをつけたままで、ドア
ロックはしない。

【
車
の
運
転
中
】

緊
急
地
震
速
報
を
ご
存
知
で
す
か

　座っている場合は、前の座
席の背もたれをつかむ。立っ
ている場合は、つり皮や肘掛
けをしっかり握る。

【
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ
て
い
る
時
】

　テレビやラジオ、防災行政
無線の緊急地震速報を聞いた
ら、周囲の状況に応じて、慌
てずに、まず身の安全を確保
しましょう。

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
最
大
震
度
５
弱

以
上
と
推
定
さ
れ
た
地
震
の
際
に
、
強

い
揺
れ
︵
震
度
４
以
上
︶
の
地
域
名
を
、

揺
れ
が
来
る
前
に
お
知
ら
せ
す
る
情
報

で
す
。
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シリーズ

手軽で簡単なレシピ集　Vol.3
〈鶏手羽のさっぱり煮〉

（材料 ２ 人分）
鶏手羽 ４ 本
ピーマン 30ｇ
人参 30ｇ
玉ねぎ 30ｇ
サラダ油 適量

作り方
①　鶏手羽は、火が通りやすいようにフォークなどで穴をあける。

②　ピーマン、人参、玉ねぎ、一口大の乱切りにする。

③　 フライパンでサラダ油を熱し、鶏手羽肉の表面にこんがりと焼

きをつける。

④　③にＡを加えてふたをし、１0分程度煮る。

⑤　④に②を加え、ふたをせずに煮汁がなくなるまで約 5 分煮る。

－お酢の効果－

　料理の油っぽさを和らげ
たり、魚の臭みをとってく
れます。また、硬い肉を軟
らかくしたり、野菜のえぐ
みや苦みなどの、あくをと
ってくれます。
　さらに、疲労回復や食欲
増進の効果もあります。

水 １00㎖
鶏がらスープ
の素（顆粒） 小さじ ２ 分の １
酢 大さじ １ と ２ 分の １
ケチャップ 大さじ １ と ２ 分の １
砂糖 大さじ １
しょうゆ 小さじ １

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩

Ａ

【レシピ提供：大洲市保健センター】

【
土
居
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

私
が
「
木
を
愛
す
る
会
」
の
会

員
に
な
っ
て
、
今
年
で
約
50
年
に

な
り
ま
す
。「
木
を
愛
す
る
会
」は
、

昭
和
32
年
に
「
植
木
秀ほ

幹み
き

博
士
を

囲
む
会
」
か
ら
改
名
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
約
80
人
の
会
員
で
、
市

内
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
山
や
島

な
ど
多
く
の
自
然
が
残
っ
て
い
る

場
所
に
行
き
、
木
や
草
な
ど
の
観

察
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
立

博
物
館
主
催
の
「
大
洲
自
然
科
学

教
室
」
に
も
協
力
し
て
い
て
、
市

内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象

に
植
物
や
海
辺
の
生
き
物
、
岩
石
、

平成２5年度「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさん（ ４ 個人、１ 団体）を、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰

土居　泰
やす

正
まさ

さん
（五　郎）

農林地保全・
青少年育成に貢献

地
質
の
観
察
、
天
体
観
測
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
自
然
の
総

合
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自

然
科
学
教
室
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
大
洲
の
自
然
に
興
味
を
持
つ

子
ど
も
が
ひ
と
り
で
も
多
く
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
木
を
愛
す
る
会
」
の
課
題
は
、

会
員
の
高
齢
化
や
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
で
す
。
若
い
会
員
の
た
め

に
も
、
自
分
が
動
く
こ
と
で
周
り

の
人
を
楽
に
さ
せ
る
「
傍は
た

楽ら
く

」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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シリーズ

　毎年 8 月下旬には、いもたき初煮会が開催されてい
ます。
　商工会青年部では、大洲ええもんセレクション、Ｏ
級グルメなどの販売をするために初煮会で出店をして
います。大洲のおいしい食べ物は、来場したみなさん
にとても好評です。また、販売を通して大洲をＰＲす
ることもできています。
　このようなイベントは、大洲のことや青年部の活動
を知ってもらえるいい機会です。これからも積極的に、
市内の各種イベントに参加をしたいと思っています。

大洲商工会青年部　大洲ご当地クイズ

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲１0月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲肱川のうかいは、日本三大うかいの一つです。
日本三大うかいに選ばれている理由は何でしょう
か。
①　歴史が長い
②　鵜が多い
③　うかいを見る屋形船が多い
④　観光客が多い
解答　「③うかいを見る屋形船が多い」
解説　現在は、37艘

そう

の鵜
う

船
ぶね

の登録がありますが、最
盛期には６0艘もの登録があったそうです。
　肱川うかいの最大の特徴は、うかいコースが長い
事、そして鵜

う

匠
しょう

の見事な
手綱さばきと、鵜が鮎を
とる様子が間近で見られ
る事です。

【今月のクイズ】
　大洲市ならではの、変わった駅伝大会があり
ます。その駅伝大会とはどれでしょうか。

①　いもたき早食い駅伝
②　カヌーツーリング駅伝大会
③　四国八十八ヶ所自転車駅伝
④　大洲うかい船駅伝

　

大
洲
藩
３
代
藩
主
加
藤
泰
恒
は
、
明め
い

暦れ
き

３
年
︵
１
６
５
７
︶
加
藤
泰や
す

義よ
し

︵
２

代
藩
主
泰や
す

興お
き

の
嫡
男
︶
の
嫡
男
と
し
て

江
戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。　
　

　

延え
ん

宝ぽ
う

２
年
︵
１
６
７
４
︶、
祖
父
泰

興
が
隠
居
す
る
と
、
父
泰
義
が
亡
く
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
18
歳
で
祖
父
か

ら
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

藩
主
と
な
っ
た
泰
恒
は
、
天て
ん

和な

元
年

︵
１
６
８
１
︶
こ
れ
ま
で
土
地
︵
知ち

行ぎ
ょ
う

︶

で
支
給
し
て
い
た
家
臣
の
給
与
方
法

を
、
米
豆
︵
蔵く
ら

米ま
い

︶
で
支
給
す
る
方
法

へ
と
変
更
し
、
領
地
支
配
に
お
け
る
藩

主
権
力
の
集
中
化
を
図
る
ほ
か
、
天
和

３
年
︵
１
６
８
３
︶
に
は
、
領
民
に
対

し
て
心
得
箇
条
を
公
布
す
る
な
ど
領
内

統
治
の
基
盤
を
整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
藩
主
在
任
中
は
、
幕
府
よ
り

天
皇
の
使
者
を
接
待
す
る
勅ち
ょ
く

使し

饗き
ょ
う

応お
う

役や
く

を
６
度
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
元げ
ん

禄ろ
く

９
年
︵
１
６
９
６
︶
に
務
め
た
日に
っ

光こ
う

参さ
ん

向こ
う

門も
ん

跡せ
き

馳ち

走そ
う

役や
く

の
際
に
は
、
忠
臣
蔵
で

有
名
な
吉き

良ら

上こ
う
ず
け野
介の
す
け

か
ら
い
じ
め
を
受

け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

元
禄
11
年
︵
１
６
９
８
︶、
親
交
の
あ

っ
た
赤
穂
藩
主
浅
野
内た
く
み
の
か
み

匠
頭
が
饗
応
役

を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
際
、
役
目
が

終
わ
る
ま
で
は
耐
え
る
よ
う
に
諭
し
た

と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幕
府
御
用
絵
師
狩か
の
う野
常つ
ね

信の
ぶ

に

絵
画
を
学
ん
だ
泰
恒
は
、
絵
の
才
能
も

高
く
、そ
の
腕
前
は
宮
中
ま
で
聞
こ
え
、

宝ほ
う

永え
い

２
年
︵
１
７
０
５
︶、
和
歌
の
師

で
親
交
の
あ
っ
た
大
納
言
清し

水み
ず

谷だ
に

実さ
ね

業な
り

を
通
じ
て
、三
幅
対
の
「
富
士
に
鷹
図
」

を
献
上
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

正し
ょ
う

徳と
く

５
年
︵
１
７
１
５
︶、
泰
恒
は

痢り

疾し
つ

︵
消
化
不
良
や
消
化
機
能
の
低
下

を
背
景
と
し
た
下
痢
︶
を
病
ん
で
江
戸

に
お
い
て
59
歳
で
没
し
ま
し
た
。
遺
骸

は
江
戸
か
ら
大
洲
へ
送
ら
れ
、
如
法
寺

に
葬
ら
れ
ま
し
た
。泰
恒
の
墓
所
に
は
、

祖
父
泰
興
と
同
様
に
亀き

扶ふ

が
息
子
泰や
す

統む
ね

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
て
い
ま
す
。

加 

藤 

泰 

恒
（
か
と
う
や
す
つ
ね
）

大洲藩主加藤家の文化財（第四幕）
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Information

【
場
　
所
】
松
久
保
団
地
︵
上
須
戒
︶

【
開
園
日
】

₉
月
20
日
㈯
～
10
月
下
旬

※
土
・
日
・
祝
日
の
み

※ 

５
区
画
以
上
利
用
の
人
で
、
事
前
の

予
約
が
あ
れ
ば
平
日
に
も
開
園
で
き

ま
す
。

※ 

新
鮮
な
野
菜
、
果
物
の
即
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。

【
時
　
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
料
　
金
】
１
区
画　

１
３
０
０
円

　

掘
っ
た
い
も
は
、
無
料
で
お
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

︵
観
光
農
園　

古
宅
・
二
宮
・
稲
田
︶

☎
０
９
０
︵
９
５
５
４
︶
２
９
８
２

愛
媛
た
い
き
農
協
上
須
戒
出
張
所

☎
㉖
０
０
２
１

　

上
須
戒
の
観
光
い
も
園
が
開
園
し
ま
す

　

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

　

警
察
で
は
、
全
国
統
一
の
「
警
察
相

談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
♯
９
１
１
０
に
ち

な
み
、
毎
年
９
月
11
日
を
「
警
察
相
談

の
日
」
と
定
め
、
よ
り
多
く
の
人
に
相

談
窓
口
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

県
内
か
ら
♯
９
１
１
０
に
電
話
を
す

る
と
、
県
警
察
本
部
に
設
置
さ
れ
て
い

る
総
合
相
談
窓
口
に
、
24
時
間
い
つ
で

も
つ
な
が
り
ま
す
。

警
察
本
部
　
警
察
総
合
相
談
電
話

☎
♯
９
１
１
０

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線　

Ｉ
Ｐ
電
話
不
可

☎
０
８
９
︵
９
３
１
︶
９
１
１
０

大
洲
警
察
署
警
察
安
全
相
談
窓
口

☎
㉕
１
１
１
１

※ 

通
話
料
は
、
い
ず
れ
の
電
話
も
有
料

で
す
。

　平成26年度　大洲市民運動会開催
　スポーツを通じて市民の融和を図り、コミュニ
ティづくりを推進するとともに、市民の体力の向
上と健康の増進を目的として開催します。
　市民のみなさんの参加と応援をお願いします。
【開催日時】
１0月 5 日㈰　午前 9 時30分～
※ 雨天などで、グラウンド状態の悪い場合は中止

します。（当日午前６時に決定）
【開催場所】
八幡浜・大洲地区運動公園（陸上競技場）
【問い合わせ先】
文化スポーツ課
☎２４－１73４　℻２3－57６0

№ 種別 演技種目 参加資格
1 開 会 式 全 員
2 招 小 学 生 リ レ ー（ 男 女 混 合 ） 決　　勝 小 学 生
3 招 中 学 生 リ レ ー（ 女 子 ） 決　　勝 中 学 生
4 招 中 学 生 リ レ ー（ 男 子 ） 決　　勝 中 学 生
5 対 サ イ コ ロ に お ま か せ！ 予　　選 女 性
6 対 ボ ー ル 送 り 予　　選 ６0歳以上
7 対 キ ッ ク タ ー ゲ ッ ト 予　　選 一 般
8 対 が ん ば っ て 走 ろ う や！ 予　　選 一 般
9 対 フ ラ フ ー プ 予　　選 一 般
１0 対 年 齢 別 リ レ ー（ 女 子 ） 予　　選 年 齢 別
１１ 対 年 齢 別 リ レ ー（ 男 子 ） 予　　選 年 齢 別
１２ 対 綱 引 き 決　　勝 一 般
１3 対 玉 入 れ 決　　勝 一 般
１４ 対 み ん な で ジ ャ ン プ 決　　勝 一 般
１5 自 宝 ひ ろ い 幼 児
１６ 踊 大 洲 音 頭  ・ 長 浜 音 頭 全 員
１7 踊 えがおダンス「愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体・えひめ大会」 全 員
１8 対 サ イ コ ロ に お ま か せ！ 順位決定・決勝 女 性
１9 対 ボ ー ル 送 り 順位決定・決勝 ６0歳以上
２0 対 キ ッ ク タ ー ゲ ッ ト 順位決定・決勝 一 般
２１ 対 が ん ば っ て 走 ろ う や！ 順位決定・決勝 一 般
２２ 対 フ ラ フ ー プ 順位決定・決勝 一 般
２3 対 年 齢 別 リ レ ー（ 女 子 ） 順位決定・決勝 年 齢 別
２４ 対 年 齢 別 リ レ ー（ 男 子 ） 順位決定・決勝 年 齢 別
２5 閉 会 式 全 員

－ 会　場　清　掃 － 全 員
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お し ら せ

【申し込み先】
㈱国際旅行長浜営業所　☎5２－１４１１
※ 電話でお申し込みください。申し込み締め切り

後、資料をお送りします。
【申し込み受付期間】

9 月 １ 日㈪～２６日㈮
【問い合わせ先】
大洲市友好都市
交流促進協議会事務局

（観光まちづくり課内）
☎２４－１7１7

【行程（案）】※行程（案）は、変更となる場合があります。

１0／２3
㈭

大洲市：午前 7 時30分発―明石海峡大橋―高島
市（藤樹記念館、道の駅「藤樹の里あどがわ」
ほか）―高島市内泊≪夕食交流会≫

１0／２４
㈮

ホテル―宇治市（平等院鳳凰堂・庭園）―宝塚
市（宝塚歌劇観劇）―大阪市内泊 

１0／２5
㈯

ホテル―大阪市（四天王寺）―神戸市（カワサ
キワールド・神戸ポートタワー自由見学）―明
石海峡大橋―大洲市：午後 ６ 時頃着

博
物
館
特
別
展
「
如
法
寺
展
」

11
月
３
日
㈪
ま
で

大
洲
市
立
博
物
館

大
洲
高
等
学
校
藤
樹
祭

▽
仮
装
行
列　

９
月
５
日
㈮

　

午
前
10
時
︵
小
雨
決
行
︶

▽
体
育
祭　
　

９
月
６
日
㈯

　

午
前
９
時
︵
雨
天
順
延
︶

▽
文
化
祭　
　

９
月
25
日
㈭

　

午
前
９
時　

会
場　

市
民
会
館

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月
19
日
㈰　

午
前
８
時
30
分

︵
雨
天
時
は
26
日
㈰
︶

徳
森
公
園
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

児
童
生
徒
作
品
展
（
習
字
・
図
画
展
示
）

10
月
22
日
㈬
～
11
月
16
日
㈰

大
洲
市
立
博
物
館

菊
花
展

10
月
29
日
㈬
～
11
月
４
日
㈫

市
民
会
館
前

小
学
生
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

10
月
30
日
㈭　

午
後
２
時

▽
肱
南
地
区
︵
大
洲
小
学
校
児
童
︶

▽
肱
北
地
区
︵
喜
多
小
学
校
児
童
︶

藤
樹
ま
つ
り
神
事
・
式
典

10
月
31
日
㈮　

午
前
10
時

城
山
藤
樹
銅
像
前
広
場

︵
雨
天
時
は
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
︶

　

第
28
回　

藤
樹
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

小
学
生
意
見
発
表
会

10
月
31
日
㈮　

午
後
２
時
30
分

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▽ 

内
容
「
家
族
」「
夢
」「
生
き
方
」
な

ど
読
書
活
動
研
究
集
会

11
月
に
菅
田
公
民
館
に
て
講
演
会
を
開

催
予
定

藤
樹
研
修
会
（
講
演
会
）

平
成
27
年
１
月
16
日
㈮　

午
後
２
時

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
︵
予
定
︶

講
師　

中
桐
万ま

り

こ
里
子
先
生

︵
二
宮
尊そ
ん
と
く徳
７
代
目
子
孫
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
内

藤
樹
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
３
３

　高島市を訪ねる旅　参加者募集
　中江藤

とう

樹
じゅ

先生の生誕の地「高島市」と、勉学の地
「大洲市」は、平成１１年から友好都市として交流を
行っています。
　今回は高島市に赴き、相互の友好と親善を深め、
文化の香り高いまちづくりにつなげていきます。
『びわ湖源流の郷　たかしま』
　高島市は、滋賀県北西部に位置し、総面積は5１１
㎢で、人口約53,000人、早くから湖西の交通の要衝
として栄えてきました。
　今回の旅では、藤樹記念館、藤樹書院、藤樹神社
など、藤樹先生ゆかりの地を訪ねます。また、大
洲市出身のタカラジェンヌ、彩

あや

風
かぜ

咲
さき

奈
な

さん（雪組）
主演のミュージカル『パルムの僧院－美しき愛の
囚人－』を観劇します。ぜひご参加ください。
【日　程】１0月２3日㈭～２5日㈯　 ２ 泊 3 日
【定　員】35人（大型バス １ 台）
※定員になり次第締め切り
【費　用】 １ 人　　35,000円
　大洲市友好都市交流促進協議会がバス貸り上げ
料などを助成します。 （藤樹書院）

昨年の大洲高校仮装行列の様子
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Information

　平成２7年 4 月から、「大洲家族旅行村」の管理
などを代行する指定管理者を募集します。
　対象となるのは、募集条件を満たす事業者、
団体です。募集にあたっては、期間内に申請書
などの必要書類の提出が必要です。
　施設の概要や募集条件、公募説明会などの詳
細については、担当課または市公式ホームペー
ジでご確認ください。
【施設の名称】大洲家族旅行村
【所在地】
大洲市菅田町菅田および菅田町大竹
【受付期間】

9 月 １ 日㈪から30日㈫まで
【公募説明会】

9 月１２日㈮
市役所 3 階会議室

【申し込み・問い合わ
せ先】
観光まちづくり課
☎２４－１7１7

　 「大洲家族旅行村」の指定管理者
を募集します

　１0月 8 日㈬の満月に合わせ、如法寺河原にて
「観月会」を開催します。
　涼やかな川風が通り抜けるなか、竹とススキ
の演出を観賞しながら、尺八や琴の音色を聴き、
おいしい大洲のいもたきを堪能してみませんか。

【日　時】１0月 8 日㈬　午後 ６ 時30分～

【実施場所】
如法寺河原（大洲市柚木）

【問い合わせ先】
大洲市観光協会
☎２４－２６６４

　観月会を開催します

　

第
４
回
大
洲
楽
芸
会
出
演
者
募
集

　

リ
レ
ー
式
に
次
々
と
発
表
を
行
う
、

第
４
回
大
洲
楽
芸
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
き
な
舞
台
で
、
練
習
の
成
果
を
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
日
】

11
月
29
日
㈯　

バ
ン
ド
演
奏
部
門

　
　

30
日
㈰　

 

音
楽
演
奏
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
部
門

【
会
　
場
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
参
加
資
格
】

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

市
内
の
職
場
・
学
校
に
通
勤
通
学
し
て

い
る
人
︵
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
メ
ン

バ
ー
に
１
人
以
上
含
む
こ
と
︶

▽
バ
ン
ド
演
奏
部
門

　

 

グ
ル
ー
プ
で
電
気
楽
器
や
ド
ラ
ム
の

演
奏
な
ど

▽
音
楽
演
奏
部
門

　

 

ピ
ア
ノ
、
楽
器
、
声
楽
、
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
な
ど

※ 

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
小
学

生
以
上
の
人
で
生
演
奏
に
限
り
ま
す
。

　
︵
カ
ラ
オ
ケ
で
の
応
募
は
不
可
︶

▽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門

　

 

ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
話
芸
、
郷
土
芸
能

な
ど

【
注
意
点
】

▽
発
表
は
、
１
人
︵
組
︶
10
分
以
内

※
バ
ン
ド
演
奏
部
門
は
、
15
分
以
内

▽
リ
ハ
ー
サ
ル
は
不
可

▽
小
学
生
以
下
は
保
護
者
と
同
行

▽ 

音
響
照
明
の
使
用
は
、
制
限
が
あ
り

ま
す
。
個
別
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
応
募
方
法
】

　

出
演
申
込
書
を
記
入
の
う
え
、
市
民

会
館
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
左
記
事
務
局
で
お
配
り
し

ま
す
。
ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】
10
月
10
日
㈮

【
募
集
人
数
】
40
人
︵
組
︶
程
度

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
調
整
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
参
加
・
観
覧
料
】
無
料

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
会
館
事
務
局

☎
㉔
４
１
０
５
︵
月
曜
休
館
︶

総
務
課
管
財
係 

☎
㉔
１
７
２
４

広報大洲 ９月号17



お し ら せ

財政状況をお知らせします

歳
　
　
　
　
入

地方交付税

全国の市町村によって生じている税収入の格差を是正
し、一定の行政水準を保つために国から交付されるお金�
※�国税５税（所得税、酒税、法人税、消費税、たばこ税）
が原資

市　　　 税 みなさんから市に納められたお金

国庫支出金 道路や建物の整備などに必要なお金の一部として国から
受け入れたお金

歳
　
　
出

民 生 費 主に福祉の充実のために使ったお金

総 務 費 市役所の管理、電算システム、戸籍、税などの事務に使ったお金

公 債 費 市が借り入れた市債（借金）の返済に使ったお金

一般会計性質別執行状況

歳出総額

236億1,195万円
（100％）

補助費等
26億7,081万円
11.3％

人件費
42億435万円
17.8％

物件費
32億4,603万円
13.7％

公債費
33億3,343万円
14.1％

その他
40億7,206万円
17.3％

扶助費
31億582万円
13.2％

普通建設事業費
29億7,945万円
12.6％

補助費等
26億7,081万円
11.3％

人件費
42億435万円
17.8％

物件費
32億4,603万円
13.7％

公債費
33億3,343万円
14.1％

その他
40億7,206万円
17.3％

扶助費
31億582万円
13.2％

普通建設事業費
29億7,945万円
12.6％

歳　入

106億6,832万円
110億9,673万円

020億40億60億80億100億120億

地方交付税

市　　　税

市　　　債

国庫支出金

県 支 出 金

分担金及び負担金

繰　越　金

地方消費税交付金

そ　の　他

歳　出

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億 80億70億

民　生　費

総　務　費

公　債　費

教　育　費

衛　生　費

土　木　費

農林水産業費

消　防　費

そ　の　他

予算額 258億8,212万円
執行額 251億5,999万円 執行額 236億1,195万円

予算額 258億8,212万円

44.1％

17.8％

8.5％

7.8％

7.3％

5.3％

2.2％

1.7％

5.3％

29.1％

17.0％

14.1％

9.6％

9.0％

8.7％

5.5％

3.7％

3.3％

歳入総額

約252億円

歳出総額

約236億円

41億6,912万円
44億7,900万円

22億6,870万円
21億4,741万円

31億3,762万円
19億5,750万円

18億1,659万円
18億2,485万円

15億1,497万円
13億4,314万円

6億2,769万円
5億5,091万円

4億2,000万円
4億1,727万円

12億5,911万円
13億4,318万円

43億4,603万円
40億  213万円

33億7,196万円
33億3,360万円

25億2,357万円
22億7,489万円

23億8,383万円
21億1,290万円

23億7,250万円
20億5,251万円

15億6,918万円
13億  750万円

10億2,655万円
8億6,414万円

9億8,964万円
7億8,885万円

72億9,886万円
68億7,543万円

一般会計予算執行状況（平成25年度の歳入・歳出の状況）

用 語 解 説

歳
出
性
質
別

物 件 費 消耗品や旅費、公共施設の運営などに使ったお金

扶 助 費 児童手当や乳児、重度心身障がい者の医療費などに使っ
たお金

普通建設事業費 道路や公園などの公共施設を建設するために使ったお金

補 助 費 等 さまざまな団体などへの補助金や、消防などの事務を共同で
処理するために設立された組合への負担金などに使ったお金

（上のグラフ）↑

（右のグラフ）→

平成25年度のお金の使われ方

平成２5年度

　大洲市財政状況の公表等に関する条例第 ２ 条および地方公営企業法第４0条の ２ の規定により、平成２5年 ４ 月 １ 日から
平成２６年 3 月3１日までの本市の財政状況および業務状況を次のとおり公表します。
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Information

特別会計の状況

市有財産の状況（市が所有する土地・建物・基金など）
種　別 面　積　な　ど

宅　　　地 1,933,893㎡

山　　　林 4,590,569㎡

田　　　畑 179,089㎡

雑　種　地 103,737㎡

建　　　物 379,751㎡

立　　　木 100,413㎥

名　称 金　　　額

財 政 調 整 基 金 30億1,735万円

減 債 基 金 10億4,895万円

国民健康保険財政調整基金 673万円

土 地 開 発 基 金 4億  954万円

その他特定目的基金など 32億9,082万円

出 資 金 な ど 3億1,732万円

合　　　計 80億9,071万円

企業会計の状況（水道や病院の経営状況）
区　　分 総　収　益 総　費　用 当期純利益

工業用水道 2,010万円 3,285万円 △1,275万円

水　　　道 6億9,573万円 7億3,105万円 △3,532万円

病　　　院 32億6,747万円 33億1,181万円 △4,434万円

市税と市民負担の状況

項　　目 金　　額
１ 世 帯
当たりの
負 担 額

１ 　 人
当たりの
負 担 額

割　合

市　民　税 17億9,284万円 88,491円 38,414円 40.0％

固定資産税 22億1,447万円 109,303円 47,447円 49.5％

た ば こ 税 3億4,440万円 16,999円 7,379円 7.7％

軽自動車税 1億2,639万円 6,238円 2,708円 2.8％

入　湯　税 90万円 45円 19円 0.0％

合　計 44億7,900万円 221,076円 95,967円 100.0％

市債の状況（市の借入金の残高）
区　　　分 件数 現 在 高 １世帯当たりの額 市民１人当たりの額

一般会計分 398 252億4,826万円 1,246,212円 540,972円

特別会計分 161 67億7,523万円 334,414円 145,167円

企業会計分 64 67億8,584万円 334,938円 145,394円

合　　　計 623 388億   933万円 1,915,564円 831,533円

農業集落排水事業

予算現額 3,064万円

収入済額 2,847万円

支出済額 2,847万円

差　引　額 0万円

公共下水道事業

予算現額 8億8,664万円

収入済額 6億7,320万円

支出済額 6億6,857万円

差　引　額 463万円

駐 車 場 事 業

予算現額 2,217万円

収入済額 1,980万円

支出済額 1,980万円

差　引　額 0万円

温 泉 事 業

予算現額 1,240万円

収入済額 915万円

支出済額 915万円

差　引　額 0万円

商業集積施設管理

予算現額 318万円

収入済額 316万円

支出済額 302万円

差　引　額 14万円

簡易水道事業

予算現額 2億8,284万円

収入済額 2億6,617万円

支出済額 2億6,617万円

差　引　額 0万円

港湾施設事業

予算現額 789万円

収入済額 785万円

支出済額 738万円

差　引　額 47万円

土地取得造成

予算現額 1億6,025万円

収入済額 1億6,003万円

支出済額 1億6,003万円

差　引　額 0万円

土地区画整理事業

予算現額 1億1,181万円

収入済額 1億　 671万円

支出済額 9,678万円

差　引　額 993万円

住宅新築資金等貸付事業

予算現額 1億7,386万円

収入済額 986万円

支出済額 1億7,372万円

差　引　額 △1億6,386万円

国民健康保険

予算現額 64億7,318万円

収入済額 61億2,538万円

支出済額 61億1,042万円

差　引　額 1,496万円

国保診療所

予算現額 9,202万円

収入済額 8,583万円

支出済額 8,583万円

差　引　額 0万円

後期高齢者医療

予算現額 6億　 45万円

収入済額 6億　 97万円

支出済額 5億7,845万円

差　引　額 2,252万円

介 護 保 険

予算現額 45億7,103万円

収入済額 45億1,596万円

支出済額 45億　 180万円

差　引　額 1,416万円
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お し ら せ
　

抽
選
会
を
開
催
し
、
入
居
者
︵
空
き

家
が
存
在
す
る
場
合
︶
ま
た
は
補
欠
者

︵
空
き
家
が
存
在
し
な
い
場
合
︶
の
順

位
を
決
定
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
も
、
随

時
受
け
付
け
を
行
い
、
詳
細
は
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
地
区
回
覧
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
入
居
申
込
資
格
】

▽ 

市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

▽ 

現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る
人
︵
60
歳
以
上
の

人
お
よ
び
障
が
い
者
な
ど
を
除
く
︶

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

▽
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

▽
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

▽ 

法
律
に
規
定
す
る
「
暴
力
団
員
」
で

な
い
人

　

市
営
住
宅
の
入
居
申
込
に
つ
い
て

抽
選
会

【
日
　
時
】
10
月
21
日
㈫

【
会
　
場
】
本
庁
・
各
支
所

【
申
込
受
付
期
間
】

10
月
１
日
㈬
～ 

15
日
㈬

随
時
受
付

10
月
16
日
㈭
～
平
成
27
年
８
月
31
日
㈪

※ 

入
居
・
入
居
補
欠
の
順
位
は
、
抽
選

参
加
者
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
５
９

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
１

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
１
１

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
４

　

新
築
・
取
り
壊
し
家
屋
の
調
査

　

平
成
26
年
中
に
新
築
・
増
改
築
お
よ

び
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、
実

地
調
査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
早
め
の

調
査
を
希
望
す
る
人
は
、
下
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
家
屋
】

平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
新
築
・
増

改
築
さ
れ
た
家
屋
、
お
よ
び
取
り
壊
さ

れ
た
家
屋
︵
倉
庫
・
車
庫
含
む
︶

※ 

次
の
こ
と
に
該
当
す
る
場
合
は
、
引

き
続
き
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽ 

登
記
し
て
い
る
家
屋
を
取
り
壊
し

後
、
法
務
局
で
「
滅
失
登
記
」
を
し

て
い
な
い
場
合

▽ 

登
記
し
て
い
な
い
家
屋
を
取
り
壊
し

後
、
市
に
「
家
屋
異
動
届
」
を
提
出

し
て
い
な
い
場
合

【
調
査
期
間
】

９
月
～
平
成
27
年
１
月

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
２
６
～
１
２
８
︶

【応募資格】
▽日本国籍を有する人
▽ 地方公務員法第１６条（成年被後見人など）に

該当しない人
【受付期間】 9 月１２日㈮まで
月～金曜日の午前 8 時30分から午後 5 時まで

【試験日】
▽一次試験　　１0月１9日㈰
▽二次試験　　１１月下旬
※ 受験手続きやそのほか詳細については、地区

回覧の「平成２６年度大洲市職員採用試験案内」
または市公式ホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】人事秘書課　☎２４－１7２3

　 大洲市職員を募集します

　ひとり親家庭の父または母を対象に、次の事
業を実施します。
自立支援教育訓練給付金
　雇用保険加入期間 3 年未満の人に対して、指
定した講座の受講費用の ２ 割相当額（１0万円～
４,000円）を給付します。
高等職業訓練促進費
　看護師・介護福祉士などの高度な技能習得の
ために、 ２ 年以上養成機関で修業する場合、促
進費（１0万円または75,000円）を支給します。
母子自立支援プログラム策定事業
　児童扶養手当を受給している人の自立・就労
支援のため、ハローワークなどと連携し、自立
支援プログラムを策定します。
※ 給付金事業などの申請には、事前に手続きが

必要です。
　下記までお問い合わせください。
【問い合わせ先】
社会福祉課子育て支援係　☎２４－57１8

　 母子家庭等対策総合支援事業に
ついて

職　　種 人　数 学歴・資格

技術職・上級
（土木） 若干名

昭和5６年 ４ 月 ２ 日以降に
生まれた人で、大学にお
いて土木工学に関する学
科を専攻し、卒業した人
または平成２7年 3 月末ま
でに卒業見込みの人
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Information

　平成２６年度就学免除者などの中学校卒業程度
認定試験を、次のとおり実施します。

【受験資格】
病気などで中学校を卒業することができなかっ
た人、または日本国籍を有しない人で、平成２7
年 3 月3１日までに満１5歳以上になる人

【試験日】１0月30日㈭

【試験会場】愛媛県庁

【願書提出先】文部科学省

【出願期間】 9 月１６日㈫まで

【問い合わせ先】
愛媛県教育委員会義務教育課 ☎089－9１２－２9４１
学校教育課 ☎２４－１733

　 中学校卒業程度認定試験のお知らせ

　付加年金とは、申し出た月から定額の国民年
金保険料に付加保険料（４00円／月）を上乗せし
て納付することで、将来受け取る年金額を増や
すこと（２00円×納付月数を年額支給）ができる
制度です。

【対象者】
国民年金第 １ 号被保険者または６5歳未満の任意
加入被保険者
※ ただし、保険料の免除を受けている人、国民

年金基金に加入している人、第 3 号被保険者
（サラリーマンの配偶者として扶養されている
人）は、加入できません。

【申請に必要なもの】
年金手帳、認印

【申請窓口・問い合わせ先】
市民課市民係　　☎２４－１7１0
長浜支所　　　　☎5２－１１１3
肱川支所　　　　☎3４－２33１
河辺支所　　　　☎39－２１１3

　 国民年金付加年金制度を
　 ご存知ですか

　

２
０
１
７
年
の
え
ひ
め
国
体
に
向

け
、県
・
市
町
が
連
携
し
て
、会
場
周
辺
・

交
通
要
所
・
観
光
地
な
ど
の
違
反
屋
外

広
告
物
の
除
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

信
号
機
や
道
路
標
識
に
貼
ら
れ
た
ス

テ
ッ
カ
ー
・
張
り
紙
な
ど
を
見
か
け
た

場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
の
設
置
・
表
示
に

つ
い
て

　

市
で
は
、
法
令
順
守
と
公
平
性
の
確

立
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
の
適
正
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
設
置
・
表

示
す
る
場
合
は
、「
良
好
な
景
観
形
成
」

と
「
公
衆
へ
の
危
害
防
止
」
の
た
め
、

事
前
申
請
に
基
づ
く
許
可
と
手
数
料
の

納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

は
り
紙
、
広
告
板
、
広
告
塔
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
な
ど
は
、
人
に
情
報
を
伝
え

た
り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
て
く
れ
る
効

果
が
あ
る
一
方
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

い
れ
ば
、
無
秩
序
な
状
態
で
氾
濫
し
、

周
囲
の
調
和
を
乱
し
、
自
然
の
お
も
む

き
や
歴
史
的
・
文
化
的
な
ま
ち
並
み
を

損
ね
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
や
管
理
が
適
正
に
行
わ

れ
な
い
と
、
広
告
物
の
落
下
に
よ
る
事

故
な
ど
で
、
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
今

　

９
月
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
推
進
運
動
強
化
月
間
で
す

～
美
し
い
ま
ち
な
み
で
お
も
て
な
し
～

後
も
、
大
洲
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
も

と
、
全
て
の
広
告
物
が
適
正
な
も
の
と

な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

大
洲
市
の
自
然
景
観
と
ま
ち
並
み
を

い
つ
ま
で
も
美
し
く
安
全
に
保
つ
た
め

に
、
広
告
主
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※  

広
告
物
を
設
置
す
る
場
所
や
大
き
さ

な
ど
で
、
許
可
基
準
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課　

☎
㉔
１
７
１
９

　「
屋
外
広
告
物
」
と
は

　

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し

て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
看
板

や
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
広

告
塔
、
広
告
板
、
建
物
そ
の
他
の
工

作
物
に
掲
出
、
表
示
さ
れ
た
も
の
な

ど
で
す
。
商
業
広
告
だ
け
で
な
く
、

こ
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
は
、
全

て
屋
外
広
告
物
に
な
り
ま
す
。
個
人

や
法
人
の
名
称
、
商
品
名
な
ど
の
文

字
表
示
か
ら
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど

の
記
号
表
示
ま
で
含
ま
れ
、
目
的
の

営
利
・
非
営
利
を
問
い
ま
せ
ん
。
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お し ら せ

【げすいどう　みずのみらいを　まもるみち】
9 月10日は、第54回　下水道の日

肱南処理区　供用開始区域　

肱北処理区　供用開始区域　

肱南浄化センター

肱北浄化センター

喜多小学校

JR伊予大洲駅

総合福祉センター

大洲北中学校

国道56号

大洲道路

肱南浄化センター

肱北浄化センター

喜多小学校

伊予大洲駅

総合福祉センター

大洲北中学校

56

大洲道路

大洲市役所大洲市役所大洲小学校大洲小学校
大洲南中学校大洲南中学校

大洲市公共下水道計画図（汚水）

（平成26年度下水道推進標語）

　

公
共
下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改
善

や
河
川
な
ど
公
共
用
水
域
の
水
質
を
保

全
し
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境

を
築
く
た
め
の
施
設
で
す
。

　

肱
南
処
理
区
で
は
平
成
７
年
７
月
、

肱
北
処
理
区
で
は
平
成
20
年
５
月
よ
り

供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
公
共

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
人
は
、
一

日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行

う
人
に
対
し
て
、
最
高
50
万
円
ま
で
市

の
指
定
す
る
金
融
機
関
に
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
、
そ
の
利
子
を
市
が
補
給
す
る

「
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
に
接
続
工
事
を

行
う
場
合
は
、
必
ず
大
洲
市
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

下
水
道
課　

☎
㉔
１
７
２
０

　

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
の
お
願
い
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Information

　

生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防

止
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
︵
平
成
27

年
４
月
１
日
㈬
～
平
成
28
年
３
月
14
日

㈪
ま
で
︶
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に

対
し
て
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
次
の
と
お
り
事
前
申
し

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
事
前
申
込
期
間
】

９
月
１
日
㈪
～
平
成
27
年
３
月
13
日
㈮

　

受
付
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
で
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

転
換
、
新
築
な
ど
の
具
体
的
な
計
画

内
容
︵
場
所
、
時
期
、
延
床
面
積
な
ど
︶

が
分
か
る
資
料
お
よ
び
印
鑑
を
下
水
道

課
、
ま
た
は
各
支
所
ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

【
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
】

▽ 

公
共
下
水
道
が
整
備
、
も
し
く
は
計

画
さ
れ
て
い
る
肱
南
・
肱
北
地
区
の

一
部

▽ 

農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い
る

八
多
喜
地
区
の
一
部

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

下
水
道
課　

☎
㉔
１
７
２
０

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
１

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
１

　

浄
化
槽
設
置
補
助
の
事
前
受
付
を
開
始
し
ま
す

【日　時】
▽ 9 月 8 日㈪～１２日㈮　午前 8 時30分～午後 7 時
▽ 9 月１3日㈯、１４日㈰　午前１0時～午後 5 時

【相談内容】
高齢者・障害のある人への差別的行為、相続や
扶養、人権問題に関する相談

（予約不要・無料・秘密厳守）

【相談担当者】
人権擁護委員および法務局職員

【電話番号】
全国統一電話番号　☎0570－003－１１0
ナビダイヤル（携帯電話からも可）

【問い合わせ先】
松山地方法務局　☎089－93２－0888

　 全国一斉
　 「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化月間

　愛媛県および大洲市に関する防災について、
愛媛大学防災情報研究センターと市の共催によ
り、防災講演会を開催します。みなさんのご来
場をお待ちしています。（入場無料）
【日　時】 9 月２8日㈰　午後 １ 時30分～ 3 時30分
　　　　　※開場　午後 0 時30分
【場　所】大洲市総合福祉センター

        　 ４ 階多目的ホール
【内　容】
「愛媛県の地震被害想定と大洲市の減災」
愛媛大学防災情報研究センター准教授　二神　透

とおる

さん
「大雨や台風による災害から身を守るために」
松山地方気象台次長　藤原　清

きよし

さん
「大洲市消防団の取組み」
市消防団副団長　上満　啓

ひろ

司
し

さん
【定　員】先着１00人
※参加希望者は、下記まで申し込みください。
【締め切り】 9 月１9日㈮
【申し込み・問い合わせ先】 
危機管理課　☎２４－１7４２

　 「防災キャラバンin大洲」のご案内

【浄化槽規模別の補助限度額】

補助対象となる浄化槽規模
【補助限度額】

〈転換〉 〈新築〉

5 人槽 延床面積が１６0㎡以下 ２88,000円 ２２２,000円

7 人槽 延床面積が１６0㎡をこえるもの 3６0,000円 ２77,000円

１0人槽 ２ 世帯住宅（浴室および台所が ２ つあり、独立して生活） ４7６,000円 3６7,000円

※転換　単独処理浄化槽または汲み取り便槽から浄化槽にする場合
※新築　既存建物を取り壊し後、新築する場合を含む。
※既存施設が単独処理浄化槽で、増築などにより人槽が増となる場合は、新築扱いとなります。
※記載している補助限度額は現在の予定額であり、確定しているものではありません。
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お し ら せ

無料法律相談
時　 9 月１8日㈭
　　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎２４－４１１１

市民法律相談
時　 9 月２7日㈯
　　午前１0時～午後 ４ 時
場　大洲市民会館　※要電話予約
問　市役所総務課行政係
  　☎２４－１7２４

年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 9 月 ４ 日㈭ ･ １7日㈬ ･ ２5日㈭
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 9 月１１日㈭
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎089 ︵9２5︶ 5１05

人権相談
大洲地域
時　 9 月１9日㈮　午前１0時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 ２ 階）
時　 9 月１６日㈫　午前１0時～正午
場　三善公民館
肱川地域
時　 9 月１２日㈮　午前１0時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）１１0
　　市役所人権啓発課
　　☎２４－１7４６

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 9 月１9日㈮　午前 9 時～正午
場　市役所 １ 階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎２４－１7２４
長浜地域
時　 9 月２６日㈮　午後 １ 時～ ４ 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　長浜支所　☎5２－１１１１
肱川地域
時　 9 月 5 日㈮
　　午後 １ 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　肱川支所　☎3４－２3２0
河辺地域
時　 9 月１0日㈬　午前１0時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－２１１２

不動産無料相談
時　 9 月１６日㈫
　　午前１0時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎２5－１7４7

　

愛
媛
県
弁
護
士
会
で
は
、
自
殺
予
防

週
間
に
合
わ
せ
て
、
総
合
的
な
無
料
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
　
時
】
９
月
10
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
内
　
容
】

弁
護
士
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
面
談
相
談
不
可

【
相
談
電
話
番
号
】

☎
０
８
９
︵
９
１
５
︶
２
５
３
５

※
当
日
の
み
の
直
通
番
号
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
弁
護
士
会

☎
０
８
９
︵
９
４
１
︶
６
２
７
９

　

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調
査

業
務
に
従
事
す
る
統
計
調
査
員
を
募
集

し
ま
す
。
事
前
に
統
計
調
査
員
を
登
録

す
る
、調
査
員
登
録
制
度
も
あ
り
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
の
仕
事
】

　

調
査
票
の
配
布
や
回
収
、
点
検
、
整

理
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
の
身
分
と
報
酬
】

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
実
施
時
に
任

命
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
で
す
。

　

調
査
の
内
容
、
受
け
持
ち
の
件
数
な

ど
に
応
じ
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
今
後
の
主
な
統
計
調
査
】

▽
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

平
成
27
年
２
月
１
日
㈰

▽
国
勢
調
査

　

平
成
27
年
10
月
１
日
㈭

【
問
い
合
わ
せ
先
】

情
報
管
理
課
情
報
統
計
係

☎
㉔
１
７
３
８

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

「
救
急
の
日
」
を
含
む
１
週
間
は
、「
救

急
医
療
週
間
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
正
し
い
利
用
の
お
願
い

　

市
内
の
救
急
件
数
は
、
年
間
約
２
３

０
０
件
で
、
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
軽
い
病
気
や
け
が
な

ど
、
緊
急
性
が
低
い
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
利
用
が
多
く
な
る

と
、
１
分
１
秒
を
争
う
重
症
の
患
者
さ

ん
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
も
、
救
急
車

の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
募
集
区
画
】
14
区
画

※
一
区
画　

７
・
２
㎡

【
所
在
地
】

大
洲
市
肱
川
町
山
鳥
坂
１
４
５
９
番
地
２

【
応
募
資
格
】

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人︵
組
合
員
︶

▽ 

市
外
に
住
所
を
有
す
る
が
、
大
洲
市

に
本
籍
を
有
す
る
人
︵
準
組
合
員
︶

【
永
代
使
用
料
】
一
区
画　

44
万
円

【
管
理
料
】

▽
組
合
員　
　
　
　

年
間
２
０
０
０
円

▽
準
組
合
員　
　
　

年
間
３
０
０
０
円

※
５
年
分
前
納

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
１
１

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
発
電
、
環
境

放
射
線
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
ご
説
明
し
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
９
月
11
日
㈭
の
新
聞

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】
10
月
２
日
㈭
・
８
日
㈬

【
募
集
人
数
】
各
30
人

【
対
　
象
】

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人
伊
方
原
子
力
広
報
セ
ン

タ
ー　

☎
０
８
９
４
︵
３
８
︶
２
０
３
６

℻
０
８
９
４
︵
３
８
︶
２
０
２
６

http

：//w
w
w
e.pikara.ne.jp/dr-

sada/

【
日
　
時
】
９
月
13
日
㈯

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
最
終
受
付　

午
後
２
時
30
分

【
場
　
所
】

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部

☎
０
８
９
︵
９
４
１
︶
８
０
６
５

　
 

全
国
一
斉
・
無
料
相
談
「
暮
ら

し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
開
催

　

  

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

 

大
洲
消
防
署
か
ら
の
お
知

ら
せ

　

 

市
営
墓
地
「
桂
が
丘
公
園

墓
地
」
の
ご
案
内

　

 

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め

　

の
成
年
後
見
無
料
相
談
会

　

原
子
力
施
設
見
学
会
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館

■＝ 9 月の休館日
〈開館時間　午前 9 時30分～午後 ６ 時〉
※ 30日は館内図書整理日のため休館します。

※�このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています。）　図書館のホームページで図書の検索
ができます。

　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　漢方医学の基本や鍼灸治療に
ついて解説するとともに、漢方
薬・ツボ・食べ物で治す症状別
治療法を紹介。また、毎日の生
活にとり入れたい食材の性質や
効能を掲載する。漢方生薬事典
も収録。チェックシートあり。

　朱の具足をまとった戦国最強
の部隊「赤備え」。武田の赤備え
に加わり、武功を立てた成島勘
五郎は、鉄砲を主戦力とする織
田・徳川連合軍に敗れた後、徳
川に主家を変え、天下取りを目
指すが…。戦場の華「赤備え」
を描いた長編。

　こぶたちゃんが洗濯物を干し
ていると、そよそよさわさわ、
ひゅるるるるる～ん。こぶたち
ゃんのブラウス、どこに飛んで
っちゃったかな？ 広がるページ
がいっぱいの、とってもかわい
いしかけ絵本。

いちばんわかりやすい漢方の基本講座
佐藤 弘総監修，吉川 信監修，谷口 ももよ監修　出版：成美堂出版

誉れの赤
吉川 永青著　出版：講談社

そよかぜさん（絵本）　
たちもと みちこさく・え　出版：教育画劇

9 月展示

一般：『敬老の日におすすめする本』
　「敬老の日におすすめする本」は、社団法人読書推進
運動協議会が中高年の人に読書を楽しんでいただくた
めに選定したものです。読書をすることで、頭の体操
になり、リフレッシュ効果が生まれます。読書は「心」
の健康につながっています。今月は、読書推進運動協
議会が選定した本と併せて、図書館がおすすめする本
の展示と貸し出しを行います。
　図書館に足を運び、本を手にとって、ゆっくり読書
を楽しんでみませんか。

児童：�『海のふしぎ～青きせかいへようこそ！～』
　昨年から、ダイオウイカやメガマウスなどの深海魚
が話題になっています。
　暗くて深い海の底には、私たちがまだまだ知らない
世界が広がっています。そんな、ふしぎがいっぱいつ
まった海の世界を探検してみませんか。
　今月は、「海の生物」や「深海のふしぎ」をテーマに
した本の展示と貸し出しを行います。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

　たくさんの絵本を載せた夢あふれるキャラバンカー
が、大洲市立図書館にやって来ます。
　当日は、キャラバンカーに積載した絵本の自由閲覧
と、紙芝居や絵本の読み聞かせ「おはなし会」を行い
ます。申し込み不要ですので、当日会場へお越しくだ
さい。
【開催日時】 9 月１４日㈰　午後 3 時～ ４ 時05分
【参加費】無料

時　間 内　容 場　所

午後3時～3時30分 キャラバンカーでの
絵本の閲覧 図書館駐車場

午後3時35分～４時5分 おはなし会 図書館コミュニティ
ホール

講談社　全国訪問おはなし隊がやって来る

※キャラバンカー駐車のため、通常より駐車スペースが狭くなります。
　満車の場合は、臨時駐車場を利用してください。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
7 日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0894（24）7770
14日㈰ 大洲ななほしクリニック （東 若 宮） ☎0893（25）7710
15日㈪ 山 下 小 児 科 （西 予 市） ☎0894（62）6801
21日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199
23日㈫ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（23）0510
28日㈰ さわい小児科医院 （中    村） ☎0893（24）7530

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

９月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
２ 日㈫

午後 １ 時～
１ 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（２６年 ４ 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル１0日㈬ １0か月児育児相談（２5年１１月生）

9 日㈫ １ 歳 ６ か月児健診（２5年 ２ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類30日㈫ 3 歳児健診　　　　（２3年 8 月生）

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・ピロリ菌検査・ペプシノゲン検査
実施日 受付時間 場　所 内　　　　容

3 日㈬
～

5 日㈮
午前 8 時30分～

１１時 長浜保健センター

【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　　４0～7４歳の国保加入者／１,000円
　（該当者には案内状を送付します。）
※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　４0歳以上の人／１,２00円
▽肺がん検診　　　　　４0歳以上の人／１,000円
▽大腸がん検診　　　　４0歳以上の人／６00円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／２,１６0円
▽肝炎ウイルス検診　　４0歳以上の人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
※ 75歳以上の人で、日頃、病院にかかっていない人や病院

にかかっているが生活習慣病の治療や検査を受けていな
い人は、特に受診をお勧めします。（後期高齢者医療被
保険者証を必ずご持参ください）

9 日㈫
～

１１日㈭
午前 8 時30分～

１１時 新谷公民館

　今年度より４0～7４歳の市民を対象に、生活習慣のアンケート調査に参加いただくと胃の健康度を調べる血液検
査・ピロリ菌・ペプシノゲン検査（約６,000円）が無料で受けられます。
　各地区の特定健診と同時に実施しますので、希望者は、大洲市保健センターにお問い合わせください。

　婦人がん検診　
実施日 乳がん受付時間 場　所 内　　容

４ 日㈭
5 日㈮

午前 8 時30分～１１時
午後 １ 時～ １ 時30分 長浜保健センター

子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場
所も午後１時～１時30分です。

【対象者／料金】
▽子宮頸がん　２0歳以上の女性／１,000円
▽乳がん　　　４0歳以上の女性／１,２00円
本人確認のため保険証をご持参ください。
※75歳以上の人は無料

１0日㈬
１１日㈭

午前 8 時30分～１１時
午後 １ 時～ ２ 時 新谷公民館

※特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は、検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜　　日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　社会福祉課子育て支援室
問　☎２４－２１１１ ︵内線１85 ･ １88︶
《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２４－４580

▽	ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎２４－１４１４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎２４－7830

▽物忘れ相談
時　 9 月２5日㈭　午後 １ 時～ ２ 時
場　総合福祉センター １ 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２４－２１１１ ︵内線１６9 ･ １7６︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 １ ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２ ・ ４ ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前１0時～正午・午後 １ 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前１0時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター １ 階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－03１3
    （相談室直通）　　　　☎２3－5６２9
長浜地域
時　 9 月２６日㈮　午後 １ 時～ ４ 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎5２－１１9４
肱川地域
時　 9 月 5 日㈮　午後 １ 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－２3１２
河辺地域
時　 9 月１0日㈬　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－２5１0

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0８93（23）115６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ６時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

広報大洲 ９月号27
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お
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再
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紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　　 粟
あ わ

津
ず

祇園太鼓保存会

     リーダー　佐々木　豊
ゆたか

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　粟津祇園太鼓保存会は、八多喜地区のまちおこしと地
域児童の健全育成を目的に、平成３年に創設されました。
現在は、青年の部「チーム響」と児童クラブ「粟津小学
校和太鼓クラブ」の２つの部で活動しています。
　「チーム響」には高校生から50歳代まで18名のメンバー
が在籍していて、高校生の３人はかつて児童クラブで太
鼓を叩いていた子どもたちで、非常に頼もしい存在です。
市内のおまつりやイベントなどでの出演依頼は年間20件
ほどあり、現在は８曲あるレパートリーのうち、オリジ
ナルである「粟津祇園太鼓」と「祇園囃

ばや

子
し

」の２曲を中
心に演奏しています。
　「粟津小学校和太鼓クラブ」は、小学校のクラブ活動
において年間１～３曲の課題曲を練習し、施設慰問や校
内発表会などで元気に太鼓を叩いています。
　保存会には市内のみならず、内子町や松山市のメン
バーもいて、かつては演奏に感銘を受けたＡＬＴ（外国
語指導助手）が２年間ほど在籍したこともありました。
約15年前に私が入会した時は、メンバーの多さに驚きま
したが、近年は減少傾向で、地域の衰えを感じることも
あります。地道に楽しく続けていくことを第一に、リー
ダーとして地元を精一杯盛り上げていきたいと強く思っ
ています。

　

特
集
記
事
の
取
材
で
、
列
車

の
撮
影
を
す
る
機
会
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で

列
車
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る

時
に
は
、少
し
だ
け
撮
り
鉄（
列

車
の
写
真
撮
影
を
趣
味
と
す
る

鉄
道
フ
ァ
ン
）
に
な
っ
た
気
分

で
し
た
。

　

今
回
の
取
材
を
き
っ
か
け

に
、鉄
道
フ
ァ
ン
に
な
る
か
も
。

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

鉄
道
雑
誌
の
投
稿
写
真
な
ど
を

見
て
い
る
と
、
自
分
の
撮
っ
て

い
た
写
真
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
足
元
に
も
及
ば
な
い
も
の

で
し
た
。
フ
ァ
ン
の
道
は
一
日

に
し
て
な
ら
ず
、
で
す
ね
。
く

　　

８
月
２
日
・
３
日
に
大
洲
球

場
で
行
わ
れ
た
世
界
少
年
野
球

大
会
交
流
戦
で
は
、
大
会
提
唱

者
の
一
人
で
あ
る
王
貞
治
さ
ん

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
始
球
式

に
て
左
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
で

構
え
る
姿
に
、
思
わ
ず
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

交
流
戦
で
は
、
各
国
の
子

ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
な
プ

レ
ー
、
無
邪
気
な
笑
顔
、
何
よ

り
心
か
ら
野
球
を
楽
し
ん
で
い

る
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
国
際

交
流
は
、
地
元
大
洲
チ
ー
ム
の

選
手
に
と
っ
て
も
、
素
晴
ら
し

い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

や
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